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【図表２ 板橋区 郷土資料館入館者数の推移】 

出所）板橋区資料より作成 

【図表１ 板橋区の指定・登録文化財数の推移】 

出所）板橋区「板橋区の統計」より作成 

(1)現基本計画の施策の主要成果 
（「板橋区基本計画の達成状況と課題」 P19～20参照） 

(2)社会環境の変化、国・都の動向等 (3)区民の意識意向等 (4)論点（「あるべき姿」と今後の「施策のあり方」） 

 

個別目標Ⅱ－４ 豊かな地域文化をはぐくむまち  

■施策の方向＿文化資源の保存・継承・活用の推進 

 □施策＿文化資源の保存・継承・活用 
   ○文化芸術・スポーツの振興など区の持つ魅力の発信 
   ○都市交流による文化芸術振興の推進 
   ○文化財の保護と管理 
   ○文化財の公開推進 
 □施策＿地域の歴史・文化への愛着をはぐくむ環境づくり 
   ○文化財の教育・普及 
■施策の方向＿文化芸術活動の支援 

 □施策＿文化芸術活動の活性化と支援 
   ○文化芸術振興基本計画の推進 
   ○文化振興事業の実施 
 □施策＿文化芸術活動の場の提供 
   ○文化会館・グリーンホール管理運営 
   ○美術館の管理運営 
   ○郷土資料館の管理運営 

【区】 
○区内の指定・登録文化財数は堅調に増加（図表１） 
○指定・登録文化財をはじめとした区内の歴史的資 
  料を収蔵、展示している郷土資料館の利用者数は、 
  年度によって変動があるものの、概ね横ばい状況 
  にある（図表２） 
○板橋区の地域に根差した芸能を継承し発展させる 
  場である郷土芸能伝承館の登録団体数や利用者 
  数も概ね横ばいで推移（図表３） 
○区民文化祭の出演者、観覧者は平成23年度に一 
  旦減少したが24年度は減少前の水準を概ね回復 
  している（図表４） 
○音楽や演劇などの活動に利用可能な区内の代表 
  的な施設である文化会館ホール、グリーンホール 
  の利用者数・稼働率は、概ね横ばいまたは微増傾 
  向にある（図表５） 
○美術館の利用者数は、年度による変動があるもの 
  の、概ね横ばいで推移している（図表６） 
【国】 
○文部科学省は、「文化芸術立国中期プラン」（平成

26年３月）で、東京オリンピック・パラリンピックを契
機とした文化交流の促進政策を打ち出している 

 

 
【区民意識意向調査】 
○伝統芸能の継承 
 ・相対満足度15.00%（全項目平均15.75%） 
 ・改善度0.09（全項目平均0.04） 
○歴史的文化財の保全、活用 
 ・相対満足度25.80%（全項目平均15.75%） 
 ・改善度0.11（全項目平均0.04） 
○文化芸術に親しむ環境 
 ・相対満足度11.70%（全項目平均15.75%） 
 ・改善度0.09（全項目平均0.04） 
 ・重点的に力を入れる分野（第21位）6.0% 
 
【区民検討会】 
○文化・芸能の活用 

文化を活かし、楽しみ、つなぐまち 

個性ある文化芸術を創造し 

いざなう機会の充実 

伝統文化・歴史的文化財の 

次世代への継承 

文化芸術を育てる担い手の育成 
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文化芸術の更なる活用・発信 
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【図表４ 区民文化祭出演者数・観覧者数】 

出所）板橋区資料より作成 
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【図表３ 板橋区 郷土芸能伝承館登録団体数・利用者数】 

出所）板橋区資料より作成 
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【図表６ 板橋区立美術館利用状況】 【図表５ 板橋区立文化会館、グリーンホール利用状況】 
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出所）板橋区資料より作成 

※登録団体は３年おきに更新 
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出所）板橋区「国際化の現況」（平成25年度）より作成 

【図表１ 板橋区の交流のある主な外国の都市・機関と概要】 

都市・機関 国 交流を開始した時期 交流の概要 

バーリントン市 カナダ 平成元年（1989年）５月、姉妹都市提携を締結 

板橋区とバーリントン市とは、青少年訪問団や区民ツアーの訪問、文化団体による文化交流など、市（区）民レベルでの様々な交
流が続いている。提携20周年にあたる2009年には訪問団が相互に両市（区）を行き来し、市（区）民を主体とした多数の記念行
事･交流事業が行われた。  

文部教育科学省 モンゴル 平成８年（1996年）10月、「文化・教育交流協定」を締結 

1992年に印刷工場の余紙で作った再生ノートや鉛筆などを贈ったことで始まったモンゴル国との交流は、その後文化交流、人的
交流へと発展し、モンゴル国人文大学で日本語を学ぶ学生に年間授業料相当分の奨学金支援や路上に放置された自転車を再
生し、ウランバートル市等へ寄贈する事業（1999年から2008年まで）等を実施した。 

北京市石景山区 中国 
平成９年（1997年）10月、日中国交25周年を機に、友好
協力関係に関する合意書に調印 

石景山区訪問区民ツアーや両区区民による書道・絵画・写真展の開催など、区民レベルでの交流が行われている。2003年度に
始まった学校間交流や、2007年の提携10周年記念の区民ツアー派遣など、両区間の文化交流が進んでいる。 

ペナン州 マレーシア 

平成６年（1994年）９月、区立熱帯環境植物館とペナン

州立ペナン植物園との間の「友好提携に関する共同声
明」に調印 

2004年には交流10周年を記念した交流事業として、板橋区の訪問団がペナン州を訪問した。2008年にはペナン植物園内「日本
庭園」竣工を記念し、公式訪問団と、第1回目となる区民ツアーがペナン植物園を訪問した。  

ボローニャ市 イタリア 平成17年（2005年）７月、友好都市提携を締結 
2007年には第1回区民ツアーを派遣し、両市（区）民間交流のきっかけとなった。友好都市提携5周年にあたる2010年には、イタリ
ア・ボローニャフェアを実施するとともに、区民ツアーがボローニャ市を訪問し交流を深めた。  

政策分野別課題の検討②（文化・国際交流分野） 
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(1)現基本計画の施策の主要成果 
（「板橋区基本計画の達成状況と課題」 P21～22参照）  

(2)社会環境の変化、国・都の動向等 (3)区民の意識意向等 (4)論点（「あるべき姿」と今後の「施策のあり方」） 

 

個別目標Ⅱ－５ 異なる文化や価値観を尊重しあい交流 

           するまち  

■施策の方向＿国際交流の推進 

 □施策＿国際性をはぐくむ環境づくり 
  ○外国人指導員による英会話授業の充実 
  ○民間国際交流事業の推進 
 □施策＿国際交流事業の充実 
  ○外国の５つの都市や機関と交流し、区民ツアーなど 
    区民レベルでの交流事業を定期的に実施（図表１） 
  ○いたばしボローニャ子ども絵本館の充実 
  ○ボローニャブックフェアの開催 
  ○国際交流の推進 
■施策の方向＿外国人とともに暮らす地域社会づくり 

 □施策＿日常生活の相談・情報提供サービスの充実 
  ○外国人相談の充実 
  ○外国人向け情報提供 
  ○外国語併記街区表示の拡充 
 □施策＿外国人の地域参画の促進 
  ○多文化共生まちづくりの推進 
 

【国】 
○今後、東京オリンピック・パラリンピックを契機として、 
  首都圏全体における国際交流の活性化が見込まれる 
【区】 
○平成24年７月に施行された住民基本台帳法の改正と外 
  国人登録法の廃止により、従前の登録制度では対象と 
  なっていた在留資格の一部などが、住民票の対象から 
  外れたことなどにより、区が把握対象とする外国人数は 
  大きく減少したが、その後は増加傾向にある 
   （図表２） 
 ○板橋区に居住する外国人数は特別区平均を上回って 
  いる（図表３） 
○平成26年１月１日現在の、東京都内における外国人人 
  口の増減数は、前年同月と比べると、板橋区は新宿区 
  に次いで２番目に増えている 
○国内の外国人労働者数は年々増加傾向にあり、今後 
  も増加が予想される（図表４） 
○区内の外国人居住者に対する地域社会参加促進・支 
  援策や相談件数等は、概ね横ばい、或いは微増傾向 
  にある（図表５、６） 
 

 
【区民意識意向調査】 
○国際交流 
 ・相対満足度-10.50% 
  （全項目平均15.75%） 
 ・改善度-0.08 
  （全項目平均0.04） 
 ・重点的に力を入れる分野 
  （第23位）4.3% 
 

言葉や文化の違いを認め合い 

外国人とともに暮らすふれあいと 

活力のあるまち 

2020年東京オリンピック・パラリン 

 ピックを契機とした友好・姉妹都市 

との交流促進 
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【図表６ 板橋区の外国人への相談、情報提供サービスの実績】 

出所）財団法人特別区協議会「特別区の統計」より作成 

【図表３ 東京都特別区の外国人数】 

【図表４ 日本の外国人労働者数の推移】  

出所）厚生労働省『「外国人雇用状況」の届出状況』より作成 

  21年 22年 23年 24年 25年 

外国人相談会（国籍） ９カ国・地域 10か国 ７か国 12か国 ８か国 

外国人相談会（相談件数） 14人・21件 19人・30件 15人・18件 30人・35件 21人・36件 

注：外国人の定住化が進み、制度や文化の違いからくるさまざまな問題に対応するため都内自治体・ 
  国際交流団体がリレー方式で行う「外国人のためのリレー専門家相談会」  
出所）板橋区資料 

  21年 22年 23年 24年 25年 

日本語教室受講者数 154人 153人 101人 115人 160人 

日本語教師養成講座 
受講者数（初心者） 

― 22人 21人 ― 16人 

日本語教師養成講座 
受講者数（経験者） 

12人 ― 18人 14人 ― 

フレンドシップクラブ 
※参加者数（延べ人数） 

844人 468人 597人 575人 719人 

【図表５ 板橋区の外国人居住者の地域社会参加促進・支援策の実績】 

出所）板橋区資料 

【図表２ 板橋区の外国人住民数の推移】 

注：人口は各年１月１日時点 
出所）板橋区「国際化の現況」より作成 

※2012年までは、旧・外国人登録制度での外国人登録者数  
 2013年以降は、改正住民基本台帳法での外国人住民数  
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